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繕
介
と
批
評

十
時
厳
周
著

『
産
業
人
類
学
序
説
ー
工
業
化
と

文
化
変
容
ー
』
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今
日
の
産
業
現
象
乃
至
工
業
化
に
つ
い
て
の
考
察
は
あ
る
い
く
つ
か
の
固
有

の
学
問
領
域
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
る
必
要
は
毛
頭
な
い
。
新

し
い
学
問
分
野
か
ら
の
新
し
い
分
析
視
点
、
接
近
法
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
ょ

つ
て
も
、
従
来
の
研
究
対
象
領
域
が
新
た
に
切
開
か
れ
、
深
く
耕
さ
れ
且
つ
展

望
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
多
い
．
事
実
、
国
々
に
よ
つ
て

一
様
で
な
い
と
し
て
も
今
日
ま
で
の
工
業
化
が
も
た
ら
し
た
諸
々
の
影
響
は
多

く
の
既
存
の
学
問
領
域
を
自
ら
の
陣
営
に
引
き
込
み
、
次
々
と
新
し
い
学
問
分

野
を
切
り
拓
か
し
め
て
来
た
。
本
書
『
産
業
人
類
学
序
説
』
も
、
ま
た
こ
う
し

た
現
実
の
諸
現
象
、
こ
れ
に
対
す
る
既
存
の
学
問
領
域
、
新
し
い
学
問
分
野
と

い
う
三
巴
の
形
で
の
切
磋
琢
磨
す
る
「
た
た
か
い
」
の
中
か
ら
生
れ
出
た
も
の

と
云
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
著
者
が
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
個
人
的
な
研
究
生

活
歴
を
記
し
た
と
こ
ろ
に
も
興
味
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
　
　
（
七
一
〇
）

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
著
者
が
こ
れ
ま
で
『
法
学
研
究
』
、
『
慶
大
大
学
院
社
会

学
研
究
科
紀
要
』
、
『
社
会
人
類
学
』
そ
の
他
に
意
欲
的
に
発
表
し
て
ぎ
た
各
論

稿
を
加
筆
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
産
業
人
類
学
」
と
い
う
新
し
い
研
究

分
野
か
ら
今
日
の
産
業
現
象
の
再
考
察
を
試
み
よ
う
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
既
存
の
学
間
分
野
の
研
究
方
法
、
研
究
領
域
に
対
し

て
も
多
く
の
間
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
書
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
第
一
章
ー

序
論
（
産
業
人
類
学
の
構
成
）
、
第
二
章
－
文
化
人
類
学
と
社
会
学
の
交
流
、
第

三
章
ー
産
業
社
会
学
の
諸
問
題
、
第
四
章
ー
応
用
人
類
学
の
諸
問
題
、
第
五
章

ー
工
業
化
と
文
化
動
態
、
第
六
章
ー
工
業
化
と
近
代
化
、
第
七
章
ー
終
論
（
産

業
人
類
学
の
意
義
）
か
ら
な
つ
て
い
る
。
本
書
で
提
起
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
を

筆
者
は
次
の
よ
5
に
要
約
し
た
い
。
即
ち
、
O
産
業
現
象
に
つ
い
て
の
文
化
人

類
学
的
考
察
・
応
用
と
し
て
の
産
業
人
類
学
の
成
立
、
O
産
業
社
会
学
と
産
業

人
類
学
の
研
究
領
域
及
び
研
究
方
法
、
㊧
工
業
化
と
文
化
動
態
（
そ
の
分
析
モ

デ
ル
と
実
証
的
研
究
に
関
す
る
間
題
）
の
三
つ
の
問
題
に
要
約
で
ぎ
る
か
と
思

う
。
し
か
L
、
こ
こ
で
は
各
章
を
概
説
し
た
上
で
社
会
変
動
論
の
課
題
と
の
関

連
で
主
に
白
の
問
題
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
（
e
と
⇔
の
問
題
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
専
門
の
研
究
者
に
よ
つ
て
書
評
な
り
論
争
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
）
。

⇔

　
ま
ず
第
一
章
「
序
論
」
（
産
業
人
類
学
の
構
成
）
で
は
、
産
業
社
会
学
、
産
業

心
理
学
等
と
な
ら
ん
で
独
自
の
産
業
人
類
学
の
成
立
、
構
成
を
説
い
て
い
る
。

ホ
ー
ソ
ン
実
験
に
続
く
．
産
業
研
究
の
一
方
の
傾
向
が
次
第
に
全
体
的
「
文
脈
」



を
無
視
し
て
微
視
的
で
臨
床
心
理
学
的
研
究
に
走
り
文
化
的
側
面
、
歴
史
的
社

会
的
側
面
を
軽
視
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
ま
た
現
実
に
技
術
変
化
・
導
入
等
を

中
心
と
し
た
革
新
的
な
諸
変
化
が
既
存
の
諸
制
度
、
組
織
、
価
値
観
に
も
た
ら

す
広
範
な
影
響
、
更
に
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
の
展
開
か
ら
、
こ
こ
に
今
日
の

「
産
業
文
化
」
と
も
称
す
べ
き
も
の
を
新
た
に
基
本
的
視
座
と
し
て
、
従
来
文

化
人
類
学
が
未
開
社
会
や
特
定
社
会
を
対
象
と
し
て
開
拓
し
て
き
た
「
固
有
の

研
究
方
針
、
分
析
視
点
、
調
査
技
術
の
活
用
」
（
二
〇
頁
）
に
よ
つ
て
、
そ
の

中
心
的
課
題
で
あ
る
「
技
術
変
化
と
文
化
動
態
」
を
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
新
し

い
産
業
人
類
学
の
成
立
を
求
め
、
そ
の
構
想
を
展
開
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
文
化
人
類
学
と
社
会
学
の
交
流
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
産
業
人
類
学
が

成
立
構
成
さ
れ
て
く
る
直
接
的
過
程
を
論
ず
る
前
に
、
ま
ず
文
化
人
類
学
と
社

会
学
の
今
日
ま
で
の
研
究
動
向
の
大
要
が
示
さ
れ
、
特
に
比
較
研
究
を
め
ぐ
る

諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
．
具
体
的
に
は
G
・
P
・
マ
ー
ド
ッ

ク
等
の
通
文
化
的
な
普
遍
主
義
、
M
・
」
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
等
の
文
化
相

対
主
義
、
構
造
”
・
機
能
主
義
、
F
・
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
の
価
値
志
向
型
に
基
い

た
比
較
研
究
、
R
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
地
域
社
会
研
究
、
「
文
化
変
容
」

研
究
等
を
細
か
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
著
者
が
先
に
掲
げ
た
課
題
「
技

術
変
化
と
文
化
動
態
」
に
対
す
る
拠
る
べ
き
理
論
的
方
法
論
的
考
察
を
展
開
し

て
い
る
．
し
か
し
、
著
者
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
比
較
研
究
の
方
法
論
的
検

討
は
更
に
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
．
ま
た
、
こ
こ
で
は
社
会
学
の
側
の
学

説
史
的
な
動
向
、
比
較
社
会
学
の
動
ぎ
な
ど
に
つ
い
て
も
い
ま
少
し
詳
し
く
触

れ
て
あ
れ
ば
、
こ
の
章
の
課
題
が
よ
り
一
層
明
確
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
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次
に
、
第
三
章
「
産
業
社
会
学
の
諸
問
題
」
に
お
い
て
は
、
E
・
メ
ー
ヨ
ー

を
中
心
と
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ホ
ー
ソ
ン
実
験
（
一
九
二
四

年
～
三
二
年
）
を
契
機
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
「
人
問
関
係
論
」
に
基
く
産
業

社
会
学
の
形
成
か
ら
説
き
お
こ
し
、
そ
の
後
の
研
究
動
向
の
潮
流
に
つ
い
て
論

じ
、
更
に
著
者
は
今
日
の
産
業
社
会
学
が
当
面
し
て
い
る
研
究
課
題
を
設
定
L

展
望
を
与
え
て
い
る
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
産
業
社
会
学
の
発
生
、
人
間

関
係
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
著
し
い
発
達
の
背
景
、
理
由
に
つ
い
て
著
者
が
指
摘

し
て
い
る
箇
所
は
興
味
深
い
。
第
一
に
産
業
社
会
学
成
立
の
中
心
と
な
つ
た
メ

ー
ヨ
i
等
の
社
会
観
（
高
度
に
発
達
し
た
機
械
技
術
と
そ
の
た
め
の
一
連
の
社
会
変

化
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
の
秩
序
と
安
定
を
破
壊
し
人
々
の
間
の
自
発
的
な
協
力
関

係
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
つ
た
と
い
う
考
え
）
及
び
人
問
観
（
人
間
は
感
情
的
、
非

合
理
的
存
在
で
あ
る
×
六
七
－
八
頁
）
に
基
い
て
社
会
の
秩
序
と
安
定
、
人
々
の

協
力
関
係
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
一
九
三
〇
年
～
四
〇
年
代
は
戦
時
経

済
体
制
下
に
あ
り
軍
需
景
気
で
労
働
力
不
足
が
お
こ
り
種
々
の
人
種
の
移
民
や

黒
人
等
を
工
場
労
働
者
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
内
の
集
団
的

協
力
関
係
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
つ
た
こ
と
、
の
二
つ
を
人
間
関
係
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
隆
盛
を
み
る
要
因
で
あ
つ
た
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
に
限
ら
ず
相
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
理
想
像
と
し
て
描
か

れ
た
「
ア
メ
リ
ヵ
」
（
自
ヱ
川
の
国
ア
メ
リ
カ
）
．
「
ア
メ
リ
カ
社
会
」
、
「
ア
メ
リ
カ

人
」
へ
の
適
応
の
課
題
が
絶
え
ず
現
実
の
具
体
的
課
題
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き

た
と
い
う
特
殊
な
歴
史
的
背
景
を
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
　
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
動
向
を
み
て
も
、
「
適
応
」
と
い
う
こ
と
が
一
つ

の
中
心
的
な
研
究
課
題
で
あ
り
続
け
て
き
た
と
云
え
る
（
こ
の
こ
と
は
文
化
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
　
　
（
七
一
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

類
学
に
お
け
る
文
化
変
容
研
究
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
え
る
か
と
思
う
）
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
産
業
経
営
の
研
究
は
一
九
二
〇
年
代
三
〇

年
代
の
「
科
学
的
管
理
方
式
」
、
四
〇
年
代
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ソ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ソ

ズ
方
式
」
、
五
〇
年
代
の
「
労
使
関
係
方
式
」
、
そ
の
後
の
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
方
式
」
等
々
の
潮
流
（
六
九
頁
）
の
中
で
展
開
さ
れ
る

が
、
著
者
は
産
業
社
会
学
の
研
究
動
向
を
検
討
し
た
あ
と
で
そ
の
研
究
課
題
・

領
域
に
つ
い
て
．
e
企
業
組
織
内
の
ス
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
研
究
．
⇔
そ
の
反

省
と
し
て
ス
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
。
Z
研
究
を
全
体
社
会
そ
の
も
の
の
仕
組
か
ら
検

討
し
な
お
す
研
究
方
向
を
あ
げ
、
更
に
産
業
社
会
学
が
当
面
し
て
い
る
第
三
の

研
究
領
域
・
研
究
方
向
と
し
て
産
業
現
象
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
比
較
研
究
の

重
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
…
…
こ
れ
迄
の
産
業
社
会
学
上
の
諸

理
論
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ル
チ
ュ
ア
ー
・
バ
ウ
ソ
ド
な
諸
点
を
丹
念
に
検
討
し
、

ど
の
よ
う
な
諸
点
が
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
性
に
拘
束
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
諸
点
が

カ
ル
チ
ュ
ア
ー
・
フ
リ
ー
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
特
殊
な
作
業
に
従
事
す
る

必
要
が
あ
る
」
（
七
三
頁
）
。
従
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
わ
が
国

の
産
業
社
会
学
は
当
面
「
わ
が
国
に
伝
統
的
な
文
化
の
価
値
規
範
の
基
礎
を
探

求
し
．
工
業
化
の
導
入
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
変
貌
過
程
を
追
求

す
べ
き
課
題
を
担
つ
て
い
る
」
（
七
七
頁
）
と
云
え
る
。
こ
こ
に
も
著
者
が
意
図

し
て
い
る
産
業
人
類
学
の
構
想
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
応
用
人
類
学
の

諸
問
題
」
は
産
業
現
象
に
対
す
る
応
用
人
類
学
的
研
究
と
し
て
独
自
の
研
究
分

野
を
構
成
す
る
産
業
人
類
学
も
含
め
て
、
応
用
人
類
学
一
般
の
性
格
、
歴
史
、

研
究
領
域
、
問
題
点
、
展
望
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
．
文
化
人
類
学
の
研

究
領
域
が
応
用
的
な
側
面
か
ら
急
激
に
拡
大
し
、
そ
の
結
果
と
も
す
る
と
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
　
　
（
七
一
二
）

人
類
学
の
研
究
対
象
・
方
法
に
一
種
の
混
乱
が
ひ
ぎ
お
こ
さ
れ
易
い
傾
向
が
生

じ
た
点
に
注
目
し
、
応
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
再
考
察
し
て
み
よ
う
と
し
た
本

章
の
意
図
が
充
分
に
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
五
章
「
工
業
化
と
文
化
動
態
」
、
第
六
章
「
工
業
化
と
近
代
化
」
は
本
書

の
問
題
提
起
の
中
核
を
構
成
し
て
い
る
も
の
と
云
え
る
。
そ
の
基
本
的
な
分
析

視
点
は
す
で
に
こ
れ
迄
の
章
で
著
者
が
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
工
業
主
義
の
導

入
（
生
成
）
．
工
業
化
過
程
が
社
会
の
他
の
諸
側
面
に
及
ぽ
す
作
用
、
逆
に
社
会

の
諸
側
面
が
前
者
に
及
ぽ
す
規
制
、
反
作
用
の
全
体
的
文
脈
を
文
化
変
容
、
文

化
動
態
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
ら
に
よ
る
分
析
枠

の
設
定
の
上
で
国
際
的
な
比
較
研
究
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
同
時
に
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
は
特
に
、
文
化
人
類
学
、

社
会
学
、
心
理
学
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
学
、
法
律
学
、
政
治
学
、
歴
史
学
等
々

諸
学
問
分
野
か
ら
な
る
統
合
的
な
協
同
研
究
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
更

に
、
論
争
さ
れ
て
い
る
「
近
代
化
」
の
考
察
に
つ
い
て
も
同
様
の
視
点
か
ら
注

目
す
べ
き
提
案
を
試
み
て
い
る
。
「
都
市
化
」
、
「
工
業
化
」
、
「
西
欧
化
」
、
「
近

代
化
」
に
つ
い
て
は
各
々
概
念
的
に
区
別
し
た
上
で
、
近
代
化
の
起
点
を
一
応

工
業
化
に
求
め
、
「
近
代
化
す
る
」
こ
と
と
「
近
代
化
さ
せ
る
」
こ
と
と
の
相

違
を
説
き
、
そ
の
「
近
代
化
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
工
業
化
か
ら
派
生
す

る
国
の
内
外
か
ら
の
影
響
力
を
方
向
づ
け
る
一
つ
の
理
想
的
状
況
に
関
す
る
問

題
意
識
で
あ
る
」
（
一
九
〇
頁
）
と
い
う
見
解
に
立
つ
て
い
る
。
近
代
化
論
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
で
更
に
深
く
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
第
五
章
第
三
節
「
日

本
工
業
化
過
程
（
明
治
前
期
）
に
お
け
る
文
化
動
態
」
、
第
六
章
第
三
節
「
日
本

工
業
化
過
程
（
明
治
後
期
）
に
お
け
る
社
会
変
動
」
は
、
先
に
言
及
し
た
基
本



的
な
分
析
視
点
に
立
つ
て
、
文
化
動
態
論
の
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
分
析
モ

デ
ル
、
O
文
化
の
適
合
・
連
続
性
の
モ
デ
ル
、
口
文
化
の
変
容
・
指
向
性
の
モ

デ
ル
（
方
向
づ
け
に
関
す
る
モ
デ
ル
）
、
◎
文
化
の
変
容
・
集
中
性
の
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
ま
た
変
化
に
お
け
る
リ
ー
ダ
！
と
フ
ォ
ロ
ア
！
の
視
点
か
ら
、
更
に

W
・
L
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
社
会
的
適
応
の
図
式
、
W
・
E
・
ム
ー
ア
等
の
社
会

変
動
論
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
工
業
化
過
程
に
つ
い
て
そ
の
明
治

前
期
、
後
期
と
に
分
け
て
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
実
証
的
研
究
を
展
開
し
て
い

る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
点
で
は
著
者
自
ら
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
こ
の
方
面
の

経
済
史
、
社
会
政
策
学
、
政
治
史
、
法
制
史
、
思
想
史
、
民
俗
学
等
と
い
つ
た

諸
学
問
分
野
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
に
つ
い
て
も
検
討
し
吸
収
し
て
い
く
と

い
う
仕
事
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
五
章
、
第
六
章
を
中
心
に
、
著
者
が
試
み
た
工
業
化
と

文
化
動
態
、
工
業
化
と
社
会
変
動
に
つ
い
て
の
分
析
方
法
、
分
析
モ
デ
ル
、
実

証
的
研
究
に
つ
い
て
、
以
下
筆
者
な
り
の
素
朴
な
感
想
を
少
し
く
ま
と
め
て
お

き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
工
業
化
過
程
を
当
該
社
会
の
全
体
的
文
脈
の
う
ち
に
位

置
づ
け
て
、
工
業
化
が
社
会
の
諸
側
面
に
及
ぼ
す
広
範
な
影
響
、
逆
に
社
会
の

諸
側
面
の
規
制
力
、
反
作
用
の
相
互
作
用
と
し
て
と
ら
え
る
著
者
の
基
本
的
視

点
に
は
全
く
同
感
で
あ
る
。

　
①
　
社
会
の
変
動
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
は
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
そ
の

課
題
と
な
る
．
＠
社
会
変
動
の
基
本
的
な
考
え
方
（
社
会
変
動
の
概
念
、
変
動

の
方
向
等
）
、
⑥
変
動
過
程
、
＠
変
動
要
因
（
変
動
の
条
件
、
動
因
等
）
、
⑥
変
動

の
担
い
手
（
階
級
的
特
徴
と
役
割
等
）
な
ど
が
そ
れ
ら
で
あ
る
．
こ
こ
で
は
特
に

変
動
過
程
と
変
動
要
因
の
問
題
に
つ
い
て
だ
け
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
．
そ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

の
前
に
ま
ず
著
者
が
文
化
動
態
と
社
会
変
動
を
概
念
的
に
は
ど
の
よ
う
に
関
連

づ
け
て
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
説
明
し
て
あ
れ

ば
大
い
に
有
益
で
あ
つ
た
ろ
5
と
思
5
．
著
者
は
本
書
に
お
い
て
工
業
化
過
程

に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
当
該
社
会
の
個
別
的
文
化
、
社
会
的
諸
側
面
に
も
た
ら

す
諸
々
の
影
響
、
逆
に
工
業
化
に
対
す
る
後
者
及
び
後
者
内
相
互
の
規
制
、
反

作
用
と
い
う
動
態
に
着
目
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
社
会
変
動
の
「
変
動
過

程
」
に
つ
い
て
は
変
動
の
諸
過
程
の
分
析
に
限
ら
ず
、
更
に
段
階
、
類
型
等
に

関
し
て
も
一
応
の
分
析
枠
を
設
定
す
る
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
工

業
化
過
程
の
明
治
前
期
の
分
析
は
極
め
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

の
時
期
の
社
会
変
動
の
分
析
、
即
ち
機
械
制
生
産
様
式
の
導
入
、
経
済
機
構
の

変
化
、
人
口
動
態
の
変
化
、
社
会
機
構
お
よ
び
政
治
組
織
の
変
化
、
価
値
体
系

の
変
化
と
い
つ
た
工
業
化
を
起
点
と
し
た
一
連
の
諸
過
程
に
つ
い
て
の
分
析
は

そ
の
限
り
で
妥
当
性
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
所

謂
今
日
の
後
進
諸
国
等
の
植
民
地
的
支
配
下
に
お
け
る
二
重
構
造
と
異
な
る
わ

が
国
の
「
二
重
構
造
」
と
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
把
握

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
変
動
を
社
会
構
造
の
構
造
的
変
化
と
し
て

理
解
す
る
限
り
に
お
い
て
、
工
業
化
を
中
心
と
し
た
社
会
の
諸
過
程
の
分
析
に

加
え
て
、
そ
の
構
造
的
分
析
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
ま
た
社
会
の
全
体
的
文
脈
に
お
い
て
工
業
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受

け
る
以
前
の
社
会
構
造
と
そ
の
後
の
社
会
構
造
の
構
造
的
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
、
更
に
往
々
に
し
て
経
済
史
や
歴
史
学
に
み
ら
れ
が
ち
な

普
遍
的
な
「
発
展
段
階
」
を
演
繹
し
て
一
様
に
当
該
社
会
に
検
討
す
る
こ
と
の

間
違
い
を
避
け
て
、
な
お
も
段
階
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
な
ら
し
め
る
道
を
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紹
介
と
批
評

ひ
ら
い
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
正
期
、
昭
和
戦
前
期
、
戦
時
体
制

の
分
析
に
お
い
て
は
一
層
そ
れ
ら
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
鋤
　
　
「
変
動
要
因
」
に
関
す
る
問
題
は
当
然
先
の
変
動
過
程
を
め
ぐ
る
問
題

と
も
密
接
し
て
い
る
。
変
動
要
因
に
つ
い
て
は
変
動
の
条
件
、
動
因
等
が
問
題

と
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
際
の
変
動
の
条
件
と
動
因
と
は
明
ら
か
に
区
別
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
．
著
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
わ

が
国
が
幕
末
、
明
治
維
新
期
、
明
治
前
期
に
お
か
れ
た
内
外
の
諸
条
件
と
、
社

会
主
義
国
家
建
設
の
た
め
に
革
命
を
起
し
た
当
時
の
ソ
連
や
中
共
の
内
外
的
諸

条
件
．
今
日
の
後
進
諸
国
が
お
か
れ
て
き
た
諸
条
件
と
は
も
ち
ろ
ん
一
様
で
は

な
く
、
従
つ
て
、
変
動
の
動
因
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
各
々
の
社
会
の
諸
側
面
に
働

き
か
け
る
作
用
の
仕
方
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
工
業
化
を
起
点
、
動

因
と
し
て
考
察
さ
れ
る
文
化
動
態
、
社
会
変
動
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
比
較
研

究
を
今
後
展
開
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
対
象
と
す
る
社
会
の
内
外
の
諸
条
件

に
つ
い
て
の
即
ち
、
変
動
の
条
件
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
検
討
が
何
ら
か
の
か

た
ち
で
必
要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
変
動
の
動
因
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
著
者
は
工
業
化
と
い
う
広
範
で
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
に
そ
の
基
底
的
動
因

を
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
普
遍
的
な
妥
当
性
を
も
つ
て
い
る
し
、
そ
の
限

り
で
は
筆
者
も
同
様
に
考
え
て
い
る
．
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
わ
が
国
で

は
決
し
て
大
き
な
動
因
（
力
）
と
は
な
ら
な
か
つ
た
が
、
e
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
乃

至
社
会
、
世
界
に
対
す
る
全
体
的
な
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
、
更
に
、
⇔
工
業
化
や

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
そ
の
他
に
も
戦
争
、
大
災
害
、
外
国
に
よ
る
支
配
、
革
命
、
人
口

増
加
等
々
）
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
当
該
社
会
の
構
造
的
断
層
乃
至
社
会
的
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緊
張
自
体
が
変
動
の
動
因
に
な
り
得
る
か
と
思
う
。

　
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
は
一
つ
に
は
社
会
の
全
体
的
な
構
造
的
仕
組
に
つ
い
て
の

虚
構
的
な
観
念
体
系
で
あ
り
、
当
該
社
会
の
規
範
的
な
価
値
観
、
論
理
体
系
と

は
一
応
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
者
の
前
老
に
対

す
る
規
制
力
は
大
き
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
f
が
虚
構
的
な
観
念
体
系
で
あ
る
と
し

て
も
、
社
会
の
構
造
的
仕
組
に
つ
い
て
の
観
念
体
系
で
あ
る
限
り
、
当
の
構
造

的
仕
組
を
統
合
し
た
り
、
積
極
的
に
支
持
し
た
り
、
逆
に
変
革
し
た
り
、
ま
た

社
会
的
緊
張
を
緩
和
す
る
と
い
つ
た
等
々
の
諸
機
能
を
も
つ
て
い
る
わ
け
で
、

当
該
社
会
の
内
外
的
諸
条
件
（
変
動
の
条
件
）
如
何
に
よ
つ
て
は
変
動
の
動
因

（
力
）
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
の
構
造
的
断
層
乃
至
社
会
的
緊
張

自
体
が
変
動
の
動
因
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
は
変
動
の
条
件

の
と
こ
ろ
で
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
構

造
的
断
層
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
な
、
ま
た
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
よ
う
な
何
ら

か
の
動
態
が
生
れ
出
て
来
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
文
化
動
態
や

社
会
変
動
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
こ
と
は
全
く
問
題
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か

（
例
え
ば
戦
時
体
制
、
戦
後
社
会
な
ど
に
つ
い
て
）
。

臼

　
筆
者
は
、
は
じ
め
に
本
書
の
主
た
る
課
題
と
し
て
、
e
産
業
現
象
に
つ
い
て

の
文
化
人
類
的
考
察
・
応
用
と
し
て
の
産
業
人
類
学
の
成
立
、
O
産
業
社
会
学

と
産
業
人
類
学
の
研
究
領
域
及
び
研
究
方
法
、
㊧
工
業
化
と
文
化
動
態
（
そ
の

分
析
モ
デ
ル
と
実
証
的
研
究
に
関
す
る
問
題
）
、
の
三
つ
に
要
約
し
た
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
は
主
に
筆
者
の
関
心
領
域
か
ら
特
に
㊧
の
課
題
に
焦
点
を
あ
て
て
浅
学



を
も
顧
み
ず
筆
者
な
り
の
二
、
三
の
感
想
を
記
し
て
き
た
。
筆
者
自
身
の
浅
学

か
ら
、
あ
る
い
は
間
違
つ
て
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。

　
今
日
、
産
業
現
象
乃
至
工
業
化
が
社
会
の
諸
側
面
に
も
た
ら
し
て
き
た
影
響

は
実
に
広
範
で
あ
り
、
そ
の
衝
撃
も
強
く
、
社
会
全
体
が
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ

始
め
て
い
る
、
と
い
つ
て
も
決
し
て
云
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
、
今
日

の
社
会
、
国
際
社
会
が
お
か
れ
て
い
る
姿
を
全
体
と
し
て
考
察
し
な
お
す
課
題

が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
本
書
は
こ
う
し
た
課

題
に
ま
さ
に
応
え
る
べ
く
、
生
れ
る
べ
く
し
て
生
れ
た
書
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、

文
化
動
態
論
、
社
会
変
動
論
の
観
点
か
ら
焦
点
と
な
つ
て
い
る
工
業
化
過
程
に

つ
い
て
社
会
の
全
体
的
文
脈
に
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
ら
の
動
き
を
方
法
論
的
、

実
証
的
に
再
考
察
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
著
者
自
身
、
結

論
（
第
七
章
）
で
要
約
し
て
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
本
書
に
は
統
合
的
研
究

に
よ
る
実
証
的
研
究
の
一
層
の
推
進
、
国
際
的
な
比
較
研
究
の
方
法
論
上
の
再

検
討
及
び
実
際
上
の
諸
問
題
等
と
い
つ
た
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
諸
課
題
も
あ

る
。
筆
者
は
著
者
十
時
教
授
が
過
去
十
数
年
間
現
代
社
会
が
投
げ
か
け
て
い
る

一
つ
の
大
き
な
課
題
に
た
ゆ
み
な
く
学
問
的
探
究
を
続
け
ら
れ
て
き
た
努
力
に

敬
服
し
、
ま
た
、
新
た
な
ア
プ
・
ー
チ
と
展
望
を
問
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
こ

に
本
書
を
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
本
書
が
、
文
化
人
類
学
や
社
会
学

に
関
心
を
抱
く
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
今
日
の
産
業
現
象
に
関
心
を
持
つ
学

徒
、
人
々
に
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
。
（
世
界
書
院
、
七
八
○
円
、
昭
和
四

一
年
刊
、
二
一
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
二
年
三
月
七
日
稿
）
　
（
川
合
　
隆
男
）

紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
　
　
（
七
一
五
）


